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刻印取り替え（ガラテヤ2:20）
　
皆さんは信じていないでしょうけれど、私は、皆さんを通して世界福音化をなされると信じております。そのために皆さんを通して、日本の４７都道府県に伝道弟子を探して立てることを主がなさると信じております。皆さんを通して、そのために日本の各地に建てられているいろいろな教会を手伝って助けることを主がなさると信じております。そして、思いもよらないかもしれませんが、皆さんを通して一千の大学の前にミッションホームが建てられて、大学長老を立てることを主がなさると信じております。そのために神さまは、皆さんが今置かれている現場で神のみわざを皆さんに見せられることを信じております。そして、それができるように皆さんひとりひとりに神様は証拠を与えられ、お証しを与えられ勝利の道を歩ませる方であることを信じております。どんなことがあっても、必ず勝利できます。しかし、実際、現実を見ると中々そうではない。それはなぜなのでしょうか。「先生にそう言われるのはいいのですが、実際、私に実が結ばれていません。私は実際は倒れています。実際はいろいろな悩み事を抱えて今、悩んでいます」と言いたい方もいらっしゃるかもしれません。それでも大丈夫です。そのために神様が皆さんを召された以上、皆さんはそこから外れることはできません。神様が、時刻表に合わせて良いことを始められた方が、キリストの日までに完成なさる方なので大丈夫です。今、うまくいかなくても大丈夫です。そのために礼拝が許されているし、神様のみことばがあるということをぜひ心に留めていただきたいと思います。それで神様のメッセージを聞くわけです。なぜ勝利するはずなのに、それが決まっているのに実際、自分自身にはそれが現実ではないのか。どうすればいいのか。神のみことばと私とは関係ないものなのか。そのような思い、質問をもってみことばを聞いていただきたいと思います。
冒頭で申し上げましたように、勝利は皆さんのものです。どんな条件、どんな環境であろうが、必ず勝利できるようになっています。しかし、そのプロセスというものがあります。簡単に申し上げると、今日の聖書の箇所にあるように、以前の自分が十字架につけられたということを認識し告白できて、それが本当に皆さんに刻印されるようになれば、必ず勝利の結果を見るようになります。何も心配しないでください。今、思いどおりにうまくいかなくても、皆さんは勝利者です。それなのに私たちはつい自分が弱いものだから、いろいろな弱さを抱えているから、条件があまりよろしくないので勝利できないのだ。ついそう思うでしょう。あるいは、その自分が生きていく現実、環境が、あまりにも険しくて難しい。だから、私はうまくできない。ついそう思うかもしれません。その考え方、思いさえ変えればいいのです。条件が悪くても状況、環境が悪くても、皆さんは必ず勝利できます。どうすればよいのでしょうか。なぜなのでしょうか。皆さんはすでにキリスト、イエスの十字架の血潮によって救われて、新しく作り換えられた神の子どもだからです。ですから、条件、環境に関係なく勝利するためには、まず第一に私は救われたという確信と、その確信から与えられる喜びを味わうようにすれば結構です。条件が悪くてもまずこれです。環境が厳しくても、物事がうまくいかなくても、それに振り回されずに、自分はそれでも救われた者なのだという確信を持ち、その確信が喜びになるまで味わうことが大切です。多くのクリスチャンの方々が、救いにあまり興味がありません。そうすると必ず救いではない違うものに先に目が行ってしまいます。それで条件、環境に左右されるようになります。それは条件、環境の問題ではなくて、救いに先に目が行っていないという裏返しです。だから、何があろうがまず第一に救いに興味を持ち、関心を注ぐ必要があります。救いは何より重要なものなので。なぜでしょうか。
もし私たちが救われていなかったとすればどうなってしまうのでしょうか。言い換えますと、なぜ私に、なぜ人間に救いが必要なのでしょうか。その理由は何でしょうか。その理由が絶対的なものとして発見できなければなりません。もしも救われなければ私たちは、身分、階級、倫理の水準、財産の程度などと一切関係なく、その人が救われていなければ、すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができません。祝福の基、いのちの根源である神様を離れたままの状態です。神様を知らない、神様から離れたということが、小さなこと、空想話のように感じていてはいけません。私たちの目には見えないけれども、宇宙万物を想像され、私たちもお作りになりまして、今も歴史を動かしていらっしゃる創造の神様を失い離れたということは、裏返しますと、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると、悪魔に捕えられた人生になってしまったということです。まことの創造の神様が主人なのか、でなければ悪魔が主なのか。どちらかのひとつです。人間というものは、それが救われていないままの状態です。残念ながら、どのように頑張るか、もがくかということの前に、エペソ1：3に書いてあるように、救われていないというのは生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて生きるようになります。それで毛結局、生きている間もローマの手紙８：２に書いてあるように、自分では意識していないでしょうけれども、自分の意志と全く関係なく、死と罪の原理に捕らわれて人生を生きるしかありません。分かりやすく申し上げると、もう滅びることが決まっていて、滅びの運命の中に生きるということです。神様を失い、神さまを離れた、神様のことを知らないということがこれほどのどうにもならない恐ろしいことなのです。これが救われていないとこのままの状態です。そのまま人生を行きますと、どのように生きるかと一切関係ありません。人間には一度死ぬことと、死後にはさばきを受けることが定まっていて、その後は永遠の刑罰の世界に、地獄に行くしかありません。これが救われていないということです。その中で様々なトラブル、問題、悩み事を抱えて生きるだけのことです。これが救われていないということです。救いは、絶対に必要なものです。私たちが救われなければいけない理由です。このことを正しく理解し、まず救いを感謝するためには、救いそのものに興味を持たないといけません。そして、私たちにいろいろな問題があったでしょうが、実はすべての問題がこの救いのためにあったことであり、許されたことです。それほど救いは大切なのです。救いはどれほど大事なテーマなのかというと事を、皆さん、改めて心に覚えて、これからは何があっても救いに第一に興味を示すとなれば、皆さんは必ず勝利できます。
この救いの道は２つ、３つとあらゆるルートがあるわけではありません。救いの道はひとつしかありません。救われていないというのは、このような滅びの運命、どうすることもできない絶対不可能な状態なので、神様自ら、最初から約束されました。救いのためには、暴れることも頑張ることもできません。だから、私があなたがたを救うと約束されました。創世記3：15に、女の子孫を送ることによって、蛇の頭、悪魔の頭を踏み砕いてあなたがたを救い出す。その女の子孫はキリストです。救いの道はキリストのほかには約束されていないし、他にはありません。そのキリストが世に来られて、救いのすべての祝福を、御業を成し遂げられました。それがマタイ16：16に書いてあるように、あなたは生ける神の御子キリストです。イエス様がそのキリストです。イエス様が救いの道です。ヨハネ14：6では、イエス様、自らがおっしゃいました。わたしが道でありと。救いの道はイエス様です。他にはありません。こうすれば、ああすれば、そんなに簡単な問題ではありません。悪魔の頭を踏み砕いて、そのために罪のない神様ご自身であるキリストがご自分のいのちを犠牲にしなければ解決できない問題なのです。そうでなければ救いは得られないものなのです。だから、ペテロが言いました。世界中、このキリスト、イエスの御名のほかに私たちが救われるべき名としてどのような名も与えられていません。イエス・キリストは救いの道なのです。だから、救いは他に条件、根拠は何もありません。Ⅰヨハネ5：11-13に書いてあるように、このイエス・キリスト、御子を持っている者はいのちを持っており、御子を持たない者はいのちを持っていません。救いの根拠、基準は、イエス・キリストだけです。誰でもこのイエス・キリストを信じている者は、たとえ殺人強盗の罪で死刑になって今、死ぬ間際の人間であっても、このイエス・キリストを信じると、その御子を持つことによってその人は救われるのです。偉いから救われる、頑張るから救われる、正しく生きるから、修行するから救われるというのはでたらめです。救いの根拠はイエス・キリストです。皆さんがどんな過去を歩いていて、どんな悩み事、弱さを抱えていても、それは救いとは一切関係ありません。逆にその弱さが救いに目覚めるきっかけになるのではないでしょうか。今まで頼りにし、違うものが入っていたそれを全部捨てて、キリストだけを救いにするための材料ではないでしょうか。イエス・キリストだけが根拠です。皆さんの内側にイエス・キリストがいらっしゃれば、どうやって皆さんの内にイエス・キリストがいらっしゃることが分かるのでしょうか。イエス・キリストを、そのお話を聞いて「なるほど。キリストしか道はないのだね。神様に会うことしか人生の救いはないのだね。道はキリストしかないのだね」と、イエス・キリストを信じる信仰をもって受け入れたのであれば、感じるか感じないか、わざが現れるか現れないかの前に、約束通りに皆さんの内側にはイエス様がいらっしゃるわけです。信仰によって。それだけが根拠です。私は救われたのか、救われていないのか。救いは絶対的な第一のテーマです。その救いが自分のものなのかどうかを、それに興味を示さないといけないでしょう。ほんとうに皆さん、救われたのでしょうか。あるいは神の栄誉を受けることができないまま、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者であると言われる存在なのでしょうか。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らのままでしょうか。あるいは救われたのでしょうか。その確信を持たないといけません。それが勝利の第一歩です。これは宇宙が変わっても変わらない法則です。それなのにクリスチャンの方々が、また条件、環境云々にずっと捕らわれているのです。死の影の谷を歩いていても、主は私の牧場の羊飼いです。私は救われた者だから。私は幸いな者だから。どうしてそう言えるのでしょうか。イエス・キリストだけが根拠です。核心をもっていてください。
そして、このイエス・キリストを持っている自分は救われたので、その救いの祝福が完璧で完全なるものなので確信を持ち喜ぶようになるのです。救われたというのは、先ほど申し上げました救いが必要な理由が一切消されて、そこから永遠に解放されるのです。死と罪の原理から解放されて、それどころから二度とUターンできないように、二度と元に戻れないように、神様ご自身が聖霊を通して私たちの内側に入って、まるで判子を押されたかのように永遠にあなたはわたしのものだ。もう二度と滅びる運命に戻ることはできないということで聖霊を通して内側に入って永遠にともにおられることになりました。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。これが祝福なのです。神から離れてすべての問題が生じました。神様と出会い、永遠に神様がともにおられるからすべての問題が終わり、祝福だけです。ですから、どんな人間であろうが救われた人は神様をアバ、父と呼ぶことができる特権が与えられる神の子どもの身分を持つようになります。当然ながら、地上を生きている間に、現場を助けるためにイエス様にしかない権限が与えられて、ルカ10：19に書いてあるように、蛇とサソリ、つまり、暗やみの力、サタンを縛り上げられる権限が与えられているし、そのことのためにヘブル1：14に書いてあるように、天使が私たちの使いとして手伝うことになるのです。時間、空間に制限されない天使が、私たちの先に進んで道を開き、後ろからすべてをカバーする存在。それが救いの祝福です。だから、どんな人間であってもクリスチャンの場合には、王である祭司と、イエス様にしか使わない名詞を使われる存在になります。これが救われたということです。存在そのものが変わりました。運命が変わったのではなく、運命云々などは関係ない存在、神の子どもになりました。恵みの世界に導き入れられたのです。そして、いつかこの世を離れるようになりますが、その時には堂々と凱旋門を通って天国に入れるように天の御国の国籍がすでに与えられている者です。今この話が喜びになり祝福として感じられない場合は、もう肉に固まっているからです。そこに勝利はありません。しかし、どんな条件、どんな環境であっても、この救いの確信を持ち、この救いを心から喜ぶ人は必ず勝利するようになります。言い換えますと、この救いの確信と喜びというものは、何があっても自分の人生をこれから勝利を大前提にしてスタートするということです。何を前提にするのか、何をスタートにするのか非常に大切です。勝利と失敗を行き来する者ではなくて大前提です。だから、それを希望と言います。まず、どんな状況であろうが勝利が決まっているし、勝利が大前提です。そういう存在です。圧倒的な勝利者なのだと言われるものです。ぜひ救いに興味をもって、救いの中に皆さんの思いを入れていただきたいと思います。悩む前に、悲しむ前に、心配する前に、喧嘩する前に、喧嘩した後でも、それが勝利の方程式です。本当にそうでしょうか。勝利は本当に決まっているのはなぜでしょうか。
勝利を大前提にして、それから私たちが取り組むべき作業が何かというと、ひとりひとりキリスト以前に、救われる以前に先に皆さんの中に入って刻印されているものが足を引っ張るだけです。だから、それと真正面から向き合って戦うことです。そうすると必ず勝利します。他の理由があるわけではありません。もう一度言います。環境が厳しいから、皆さんが弱いからではありません。以前の過去の間違っている刻印が皆さんの足を引っ張るだけなのです。だから、それをわざと意識して、その刻印を取り換えて刻印戦争に取り組むこと。これが勝利の方程式です。その中でいろいろあるでしょうが、今日はまず３つのことを考えたいと思います。これは真剣に意識して考えなければなりません。聖書が言っていることをクリスチャンとして考えないといけない内容と全く違うものが皆さんの意識の中に先に入っているということを前提にして、それに向き合うつもりでやらないといけません。メッセージを聞くときにも、そのような意味合いを持って聞かないと、メッセージは聞いても刻印されている部分に届きません。それをいつも意識して聞いてください。自分の内側には刻印されているものがある。福音とは関係ない違うものが刻印されているということをいつも意識するように。それでそれを取り換える取り組みさえあれば、必ず神のわざを見るようになります。
その第一が何かというと、救われたのですがいまだに何が本当の幸せなのかについて変わっていません。皆さん、何が幸せでしょうか。先ほど申し上げましたように、世の中では、そして、私たちの刻印の中でもよい条件に恵まれれば幸せというのが刻印されていて中々変わりません。本当に良い条件に恵まれると、それで幸せでしょうか。良い環境に恵まれていると幸せだと皆思っているのです。人によって幸せが左右されると私たちは当たり前に思っています。それが今までの私たちの概念でした。それに対して、そう思っている限りは「私は救われました。ハレルヤ」と言いながらも、実際、皆さんを動かすものはその部分なので、その部分を意識してそこを取り換えるようにして行きましょう。結局、言葉を変えると全部、自分中心なのです。神様などは全部排除して自分中心に考えそれが幸せだと思っています。学校でも親もそのように教えてきました。今も世の中ではそれが当たり前に通用されています。テレビを見ても漫画を見ても何を見ていても同じです。本当にそうなのでしょうか。そのような刻印が変わらないと、それによって結局は「自分は不幸だ。幸せだ」と全く正解でもないのにいつも行き来するのです。そして、後で申し上げますが、そのような刻印を持っているのでそれに基づいて結局そうでないから心の中に傷を負って抱えて生きているのです。全部傷です。間違っているものを持っていて。皆さん、何が幸せなのでしょうか。どのように取り替えるべきでしょうか。人間の幸せを考えるためにまず、私たちは人間という存在が神様のかたち、霊的な存在で、神様と関わりを持つ存在であるということを大前提にしないといけません。人間の幸せはその神様がともにおられるインマヌエルを幸せというわけです。宇宙のどこでも教えていないので、すべての声をシャットアウトして神の声を聞かなければなりません。幸せはインマヌエルです。死の影の谷を歩いていても、主がともにおられれば幸せなのです。人間の幸せに対して間違って入っている刻印を取り換えるようにしてください。
しかし、人間は、神様がともにおられることができなくなりました。マタイ1：23を見ると、イエス様が生まれることを告げるその時に、処女が身ごもって男の子を生む。その名をインマヌエルと言いなさい。その方がイエス・キリストです。インマヌエルはイエス・キリストの他にはありません。そのイエス・キリストに目覚め、イエス・キリストを必要として、イエス・キリストを救い主として信じて受け入れるときに神様がともにおられるインマヌエル、いのちの祝福が与えられます。つまり、まことの幸せはイエス・キリストにあります。マタイ5：3には、心の貧しいものは幸いです。天の御国はその人の者だから。心の貧しいというのは、ここに幸せがある、あそこに幸せがある、このために幸せが無い、このせいで不幸だと思っていたすべてを全部あきらめて否定し、「違います。私にはイエス・キリストが必要です」という心の思いを貧しいと言うのです。そのイエス・キリストを受け入れるときに、天の御国がその人のものになります。つまり、インマヌエルの存在に変えられるということです。これが幸せです。今まで私たちが幸せだと思っていたものを取り換えないといけません。幸せはイエス・キリストです。イエス・キリストが幸せです。皆さん、元気に過ごしていただきたいと思いますが、世界福音化のために。しかし、たとえ癌を宣告されたとしても、癌にかかっているから不幸で、それが治るから幸せではありません。そのような刻印から早く取り換えないといけません。だから、勝利するはずなのに、いつも足が引っ張られるのです。刻印を取り換える作業に取り組んでいただきたいと思います。幸せはそこにあるのではありません。癌の宣告があっても、イエス・キリストを持っている者はイエス・キリストが幸せなので、その幸せは敗れることも奪われることもありません。私は幸いな者です。主は私の牧場の羊飼いである。私には乏しいことはありません。これが幸せです。
もう一つ、皆さん、どこにまことに平安、安らぎがあると思いますか。どこで求めていらっしゃるのでしょうか。今まではどういうものが刻印されていたのでしょうか。問題は何も起きないで順風満帆進んでいきますと、それが平安だと私たちは思って、それが刻印されています。だから、少しでも波風が起きるといつも不安になります。それは波風があるからではありません。平安に対する刻印が違うからなのです。子どもに問題が起きるとすぐ不安になります。なぜなら、平安がどこにあるのか、まことの安らぎの出所が分かっていないからです。その刻印があるので、平安を求めて、先ほども申したように何かの状況が安定すれば、条件が満たされれば、また人が良い人であればそこに平安があるだろうと、人に安らぎ、平安を求めるから、無いところに求めるから、実は心の中では失望と傷だらけなのです。最初からそれは勘違いです。そのようなところに平安というものはありません。けれども、今まで私たちはその平安、安らぎをどこで求めていたのか、どこにあると皆さん思っていたのでしょうか。その刻印を取り換えるようにしないといけません。まことの安らぎの出所は、実は神様の創造の働きが終わったその所から始まりました。見るに非常に良かった。つまり、神様にしかできないパーフェクトの作業が終わった後、それを前提にして安息という祝福が与えられたのです。まことの安らぎ、平安というのは、完璧で完全なる神様の方にしかありません。その他にはないものです。どこで平安を求めて不安を消そうとしていらっしゃるのでしょうか。この刻印を取り換えてください。まことの安らぎと平安は完全なる完璧なる神様の方にしかありません。その完全なる神様は信じる信仰を持つ時に、私たちに与えられるものが平安と安らぎです。自分自身が何かで満たされ揃えられると平安になるとか不安が消されるというものではありません。でも、それが刻印されているから、それを意識して認めつつ、本当の平安、安らぎは、不安を消す方法は違います。神様の方にしかありません。その神様がと実られるときに、その神様を信じる信仰を持つ時に、その祝福がイエス・キリストなのです。だから、イエス・キリストは不安におびえて平安を求めて疲れている人に向かって、すべて疲れている人、重荷を負っている者はわたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげますとおっしゃいました。旦那さんが気に食わなくても、奥さんが気に入らなくても、だからといって不安になり平安を奪われていてはいけません。旦那さんに安らぎを求めてはいけません。奥さんに求めてもいけません。まことの平安は、完全なる神様にのみあります。その神様を信じることができるのはイエス・キリストだけです。つまり、まことの平安というのは、イエス・キリストなのです。今まで平安の要素として刻印されているものを全部取りはがしてキリストに取り換えるようにしましょう。刑務所の中にいても、不安になることはありません。賛美をささげるのです。なぜでしょうか。その人は、その刑務所の状況がある程度、整えられているからではありません。平安に対しての刻印が変わっているから、キリストが平安なので、刑務所でも死の影の谷でも「私は平安です。キリストが私の平安ですから」とキリストに取り換えるようにしましょう。そうでないと足を引っ張られます。勝利が目の前にあるのに、足を引っ張られます。ゴールの前でこけるような選手と同じです。
最後にもう一つ言いましょうか。来週もまた、他のテーマの刻印の話をしますが、まずは幸せに対して皆勘違いしています。平安、言葉を変えると、不安を消すことに対して、皆勘違いしています。それから、問題だらけの人生を歩きながら、問題の解決に対しても皆勘違いしています。何が問題の解決なのでしょうか。問題の解決は、今目の前にある問題を消すこと、無くすことが問題の解決だと思うので、皆その問題をどうにかしようとしてあがきをして暴れます。それに解決があると思うのです。あるいは、責任転嫁して、誰かのせい、何かのせいにすることによって問題から逃れようとします。それに問題の解決があると皆思っています。そうすると何か軽くなるかのように。これもあれもだめなときには絶望してだめだとあきらめること、これが問題に対しての姿勢になります。本当に問題の解決がそういうところにあるのでしょうか。誰かが助けてくれると問題の解決になるのでしょうか。本当の問題の解決は、お医者さんは必要なのですが、お医者さんでは問題の本当の解決はありません。皆そのように刻印されているのです。教会に来るきっかけはいろいろあるでしょうが、何年経っても問題の解決をこういうレベルでずっと求めて、それが歩かないかだけをテーマにするのです。足を引っ張られるのです。その刻印を変えないといけません。問題の解決はそうではありません。なぜでしょうか。私たちが問題だと考えているその問題の裏に本当の問題があるのです。本当の問題が何か分かれば、その本当の問題は私たちしか知ることができない霊的な問題であり、悪魔のしわざであり、神さまを失ってしまった不信仰の問題です。つまり、言い換えますと、解決不可能な問題です。癌が問題ではありません。何か幻聴、幻覚が聞こえることが問題ではありません。その人の心の問題でしょうか。そうではありません。生まれながら神から離れていて霊的な問題を抱え、何かがマッチしてそれが心の問題になっただけです。本当の問題が分かれば解決不可能です。すべてをあきらめてはいけません。問題の解決だと思っていたすべてを全部捨てないといけません。それで問題の解決は、全能なる神様にのみできるものです。神様が解決なさいます。その神様は解決のために与えられた答えがキリストです。そして、そのキリストが解決のためにどういう方法をとられたのかというと、贖いの方法をとったのです。つまり、問題を抱えている者の問題をその人の身代わりとなって代わりに解決する方法です。皆さんに問題の解決はありません。悩んでも仕方がありません。悩まないように。元々、解決はありません。だから、イエス・キリストが私の問題を代りに解決されるのです。十字架の上で。

だから、私たちの問題の解決は、解決するのではなくて、代わりに解決されたことを信じることです。一度も神様は私たちに、あなたの問題をあなたが頑張って解決しなさいとおっしゃったことはありません。それなのにその勘違いが刻印されているのです。だから、今問題が何かあれば、問題が解決されていないかのように思います。それていないのではなくて、その人が信じないからです。キリスト、イエスが十字架の上ですべてを完了しました。私の精神的な問題も病気も運命も、すべて代りに解決したことを信じることです。それ以外には解決の方法はありません。親のせいにしても解決になりません。心の中に恨みつらみ憎しみが残るだけです。問題の解決は、キリストです。私たちは、代わりに解決したということを信じて受け入れることだけです。皆さん、問題の解決のために何をしていらっしゃるのでしょうか。この間違っている刻印をキリストに取り換えるようにしないといけません。この間違っている刻印が足を引っ張るということを意識して、それにふたをして押さえていないで、真正面から向き合う意識を持つということが大切です。別に悪いからではありません。神様から離れていたので当たり前に自分自身にこういうものが刻印されているはずなのです。それをいつも認めつつ意識して、その取り換えのための戦争に取り組むのです。それを刻印戦争と言います。

その方法は、集中して同じ内容のように思えても、刻印なので繰り返し、繰り返すことなのです。そのための材料がこれらです。福音に集中して、福音を繰り返すことです。そのために聖餐の告白と福音の聖句を皆さんに勧めました。それが妙なマジックのような方法という意味ではありません。聖餐の告白は30分もあれば全部暗記できます。それをなぜ繰り返すのか。このような刻印を意識しながら、これを繰り返してみてください。その刻印が壊れるための内容です。それを意識しないで暗記しても、分かっていても、皆さんの刻印になっていないのではないでしょうか。だから、今も幸せを条件によって考えているでしょう。平安を人に、環境に求めているのではないでしょうか。問題を抱えて解決のために悩んでいるのではないでしょうか。それは違います。それを集中して繰り返すことです。それが聖餐の告白です。それから、その刻印が取り変えられるのは、神様のみことばしかありません。だから、講壇のメッセージをそういう意味で聞いて、繰り返し、繰り返し、黙想することです。本当にやってみてください。

そして、結局は、その刻印によって現場を見る目が変わります。現場の人々がかわいそうに、この福音が絶対に必要なものとして見えてこないといけません。そういうことを前提にして救いの道をずっと繰り返してやるのです。刻印が変わることのために。皆さんの部長さんが、大学教授の方が、救いの道が必要な方として見て、繰り返し見なければ、それは別の刻印です。現場に対しての刻印。そのような内容をもって時間を決めてやってみてください。ときには抜けるときもあるし、いろいろあるでしょうが、間違っている刻印をはがす戦争だと意識すると時間を決めて取り組むようになります。理由があるから。そういう意味で集中して繰り返してください。これは悔しい、もったいないという思いをもって取り組んでください。皆さんはもう勝利者に決まっています。ただ刻印が取り換えられていないので、自分も知らないうちにいつも足を引っ張られているのです。それが１年、２年ではなくて、10年、20年、30年ずっと続くのです。悔しくないのでしょうか。ゴールが目の前に来ているのに。本当は来ているのではなくて、もう立ってスタートしているはずなのに何かが足を引っ張っているので、何かもわかっていません。刻印だから。刻印というのは、長く縛りついているものなので同化しています。異物だと知らないようになっているのです。だから、みことばを握って繰り返して繰り返して戦ってください。
最高の関心、優先的な興味を救いに示して、いつも希望の存在としてスタートするようにしてください。それから、ガラテヤ2：20を告白して、以前の刻印をキリストに取り換える戦いに取り組んでいただきたいと思います。それで皆さん、質問してください。自分自身に。「私は幸せなのか。なぜ幸せなのか。なぜ幸せでないのか。私は平安なのか。なぜ不安なのか。自分は問題があるのかないのか」ということを真剣に問いかけて、刻印が変わって自分は幸せだ、自分は本当に平安な者だ、本当に感謝しますという告白ができるまで戦ってみてください。キリストによって。そのときに皆さん残りの生涯、目に入ってくる、目に見えるすべてに対してのテーマが、神の国として変わります。その時まで刻印戦争に取り組んでいただきたいと願います。
 (祈り)

恵み深い天の父なる神様。私たちをキリストの血によって救い出して、完全なる救いを与えられ勝利者にしていらっしゃることを覚えて感謝いたします。私たちを通して神の契約を完璧に成し遂げられることを信じ、それを邪魔する間違った刻印との戦争を宣言し取り組んでいけるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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